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論文の内容の要旨 

 

前田具美氏の博士学位論文は、組織内キャリア支援におけるキャリアコンサルタントの姿勢について

詳細に検討したものである。その要旨は以下のとおりである。 

（目的） 

本研究では、組織内キャリア支援の機能である個人支援と組織支援それぞれに必要なキャリアコンサ

ルタントの姿勢の構造と関連要因、支援行動への影響を明らかにすることを目的として検討を行ったも

のである。 

（対象と方法、および結果） 

第Ⅰ部（第１～３章）の理論的検討において、著者はキャリアコンサルティング、組織によるキャリア

支援、心理臨床家・対人援助職の姿勢、キャリアコンサルタントの姿勢に関する研究を概観し、本論文に

おける理論的枠組みの検討を行っている。 

第Ⅱ部の実証的検討において、研究１（第４章）では、個人支援に必要なキャリアコンサルタントの姿勢

の構成要素と、姿勢の関連要因、姿勢の支援行動の影響としてクライエント（以下、ＣＬ）へのかかわり

方について検討し、「以前の職業経験」および「思考・行動特性」が、「個人支援に必要なキャリアコンサ

ルタントの姿勢」を介し、「ＣＬへのかかわり方」に及ぼす影響について量的に検討している。併せて、

個人属性によるキャリアコンサルタントの姿勢やＣＬへのかかわり方の違いも検討している。探索的因

子分析の結果、個人支援に必要なキャリアコンサルタントの姿勢の構成概念として「人間的成熟への取組

み」「信頼関係の構築」の 2 因子を抽出している。属性による下位尺度得点の差を検討したところ、指導

者経験有りの群で、「人間的成熟への取組み」「信頼関係の構築」が有意に高く、以前の職業で役職経験有

りの群と職務従事期間10年以上の群で「人間的成熟への取組み」が有意に高いことを明らかにしている。

さらに、個人支援に必要なキャリアコンサルタントの姿勢の影響関係に関し、指導者群は、個人支援に必

要なキャリアコンサルタントの姿勢を介したＣＬへのかかわり方について、以前の職業経験や思考・行動

特性の影響が非指導者群より少ないことを明らかにしている。 

研究２（第５章）では、研究１と同様の枠組みで、組織支援に必要なキャリアコンサルタントの姿勢の

構成要素と、姿勢の関連要因、姿勢の支援行動の影響として組織への働きかけについて量的に検討してい

る。探索的因子分析の結果、組織支援に必要なキャリアコンサルタントの構成概念として「中立的視点」

「役割・意義」「組織への貢献」の 3因子を抽出している。組織支援に必要なキャリアコンサルタントの



姿勢について、属性による下位尺度得点の差を検討したところ、役職経験有りの群で「中立的視点」「役

割・意義」が有意に高いことを明らかにしている。姿勢の影響関係に関し、思考・行動特性の「客観性」

が「中立的視点」を、「新規性追求」が「組織への貢献」を介し、共に組織への働きかけの「組織課題の

把握・共有」と「組織の課題解決」「個人育成」を促進することを明らかにしている。また、「新奇性追求」

が「組織への貢献」を介し、組織への働きかけの下位因子すべて（「組織課題の把握・共有」「組織の課題

解決」「個人育成」「組織内連携」）を促進することを明らかにしている。 

研究３（第６章）では、組織内ャリア支援の推進プロセスにおけるキャリアコンサルタントの姿勢の変

化について、支援の導入・構築から改善・定着に至る段階で発揮される職務上の行動や経験と関連づけ

て、促進、阻害要因等の背景もあわせ検討している。修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ（M-

GTA）による分析の結果、仮説モデル（結果図）を生成し、自己の動機付けを起点として、支援対象との

信頼関係を重視し、支援の環境づくりをすることに始まり、キャリア支援の推進にともない姿勢が変化す

るが、その過程では、支えや障壁、支援推進の取り組みの影響も受けることを明らかにしている。 

研究４（第７章）では、組織内キャリア支援におけるキャリアコンサルタントの姿勢の促進、阻害要因

として人的資源の活用の４つの尺度を第 1 水準、成長への意欲の３つの尺度および組織の状況の４つの

尺度を第２水準、組織内キャリア支援におけるキャリアコンサルタントの姿勢（個人支援および組織支援

に必要なキャリアコンサルタントの姿勢）を第３水準とした影響関係について検討している。第１水準か

ら第３水準の直接の影響として、ネットワークの活用が組織支援におけるキャリアコンサルタントの姿

勢の「人間的成熟への取組み」「信頼関係の構築」（以上個人支援に必要なキャリアコンサルタントの姿勢

の下位因子）、「中立的視点」「役割・意義」（以上組織支援に必要なキャリアコンサルタントの姿勢の下位

因子）を直接促進し、間接的な影響として、「インパクト（周囲の巻き込み）」が「省察（振返り）」を介

し、姿勢の「人間的成熟への取組み」「中立的視点」「役割・意義」「組織への貢献」を促進することを明

らかにしている。「インパクト（周囲の巻き込み）」「ネットワークの活用」「支援取り付けの自信（リーダ

ーシップ）」が「有能さ（未熟さ）」を介し「役割・意義」を抑制することを明らかにしている。 

 第Ⅳ部（第８章）の総括では、研究１～４を総括し、組織内キャリア支援におけるキャリアコンサルタ

ントの姿勢に関する統合モデルを提示している。 

（考察） 

以上の理論的検討、実証的検討の結果から、著者は本研究の目的である、組織内キャリア支援の機能で

ある個人支援と組織支援それぞれに必要なキャリアコンサルタントの姿勢の構造と関連要因、支援行動

への影響を詳細に明らかにしている。 

 

審査の結果の要旨 
（批評） 

キャリアコンサルタントによる組織内キャリア支援の機能である個人支援と組織支援に関して、それ

ぞれに求められるキャリアコンサルタントの姿勢の構造および関連要因に関する統合モデルを提示する

ことにより、働く人のキャリアを支援するキャリアコンサルタントの姿勢についての理解を深めること

に貢献した本論文は、社会人大学院での学位論文として非常に意義がある。面接による質的研究および調

査研究を積み上げ、モデルを生成・検証するという研究手法を駆使した本研究は、組織内キャリア支援に

携わるキャリアコンサルタントの育成・強化に大きく寄与する実践的研究といえる。育成・強化システム

の具体化など、さらなる研究の積み重ねを要する部分もあるが、日本におけるキャリア形成支援に関する

国家施策であるキャリアコンサルティングの発展に大きく貢献する画期的で独創性の高い社会的に意義

のある研究として高く評価できる。 
 

2022 年１月 25 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、

関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 

よって、著者は博士（生涯発達科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 


